
 

                          PRESS RELEASE 
2020 年 10 月 27 日 

報道機関 各位 

一般公開講座：Zoom によるオンライン講座 

「計算社会科学で見るコロナ禍の社会変化」 
― インターネット上にあるビッグデータから、変化していく社会のリアルを読みといていきます ― 

 

IT 先端技術習得講座は、長崎大学が長崎県からの委託を受け開講しており、一般公開講座は、その事業

の一環として行うものです。近年、注目を集める、理系と文系の融合領域ともいえる「計算社会学」でコロナ

禍の「今」を読み解きます。新しい社会の見方を学ぶ機会です。社会科学はもちろん、ビッグデータ・AI・

Twitterなどのワードに興味をお持ちの方、IT技術が詳しくなくても気軽にご参加いただけますので、ひろ

くご周知くださいませ。 

 

日  時 ： 11 月 28 日（土曜日）13：00～16：00 

講  師 ： 鳥海 不二夫（東京大学大学院工学系研究科准教授） 

定  員 ： 50 名（先着順、定員になり次第受付終了） 

※カメラとマイクを備えたデバイスと、Wi－Fi など十分な通信環境が必要です。 

参加費 : 無料 

 

 

 

 

 

 

 

●詳しくはブログを参照：https://it-rct-nagasakiuniv.blogspot.com/  

 

 

◆申し込み方法 

①メールで、タイトル「計算社会科学で見るコロナ禍の社会変化」と、以下の必要事項を送信する。  

【必要事項】 氏名・年齢・所属（会社名、学校名など）・メールアドレス・住所（県・市まで） 

②受付が完了した方にはその旨をメールでお知らせします。 

③11 月 26 日までに「ZOOM ミーティングの招待状」をメールで送ります。 

 

【本リリースに関するお問い合わせ先】 

長崎大学大学院工学研究科 ＜社会人向け＞IT 先端技術習得事務局  

電話：095-819-2570 / e-mail : IT-recurrent@cis.nagasaki-u.ac.jp 

 

近年、社会現象の本質とその構造を解明していく社会科学の分野にコンピュータサイエンス

の技術を用いて、これまでと違うアプローチからの解明を進める「計算社会科学」の研究が

注目を集めています。とくに、データサイエンスや AI の技術によって従来の社会科学では扱

えなかった視点から分析できるようになり、インターネット上にある膨大な社会データ、いわ

ゆるビッグデータの新しい利用法や事実の発見に期待が高まっています。今回は、その計算

社会科学の第一人者で、東京大学大学院准教授の鳥海不二夫氏を招聘しました。計算社会

科学の手法とはどんなものか、そして、いま私たちが直面しているコロナ禍の社会について

も、大規模社会データの分析の実例を交えながら、そこに見えてくる社会変化の様子を解説

していただきます。 
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